
  

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セイタカアワ
ダチソウ ② 

令和５年度 第２回企画研修会  

『辰』の木目込み人形作りを実施 
来年の干支である『辰』の人形を作る研修会が12月

3,10（日）の二日にわたり、 

延べ36名（会員家族、他班 

会員8名含む）が参加して行 

われました。 

どの参加者も集中して真剣 

に取り組む姿がとても印象的 

でした。できた人形は新年のご自宅に彩りを添えたこと

と思います。参加者から「来年は巳年だね」との声も聞か

れ、皆さんの熱意や期待感が伝わってきました。 

 

ヤツデ（八手） 

季節だより 

班 通 信  
№１1 

1960年代後半以降全国を席巻したセイタカアワダチソウですが、1980年以降は本種もあまり目立たな

くなりました。その理由としては、➀天敵（アワダチソウグンバイやセイタカアワダチソウヒゲナガア

ブラムシ）が１９９０年以降に北米から侵入してきて大打撃を受けたこと、また蛾の幼虫による食害や

菌類による病害なども見られるようになった、➁根から分泌する毒成分で周囲のライバル植物が駆逐さ

れると、次はその毒で自分の種子の発芽を抑制するようになった、➂モグラやネズミが人により駆除さ

れたため、土壌中の肥料成分が減少し、大きく成長できなくなったこと などが考えられます。また、

都市部では近年広範囲で頻繁に行われる除草も影響していると思います。現在は一面の黄色の群落は激

減し、高さも本来の1m程度で、オギやススキなどと混在して安定した生態系の構成メンバーの一種と

して取り込まれつつあります。今後も人為的な影響も含めてどう推移していくか注目していきましょう。 

令和6年１月11日 

 

さいたま市 

岩槻班退職校長会 

事務局：090-5826-3329（岡野） 

 

 
現・退職校長教育推進協議会を開催 

すでに、開催案内が届いていると思いますが、2月3日

（土）１時45分から「ほてい家」で開催します。 

今年は本会から中山会員が、実践しているボランティア

活動について貴重な体験に基づく発表を行います。今後の

本会の活動計画を考える上でも大変参考になると思いま

す。久しぶりに現職校長との懇親会も行いますので、多く

の会員の参加をお待ちしています。 

4年ぶりに「年末懇親会」を行いました 

 3年間コロナの影響で中止しましたが、12月3日人形

作り研修の後開催しました。当初23名が参加予定でした

が、当日は20名が参加し、若い会員やベテラン会員を交

え、和気あいあいと 

親睦・交流を深める 

ことができました。 

感染症が完全に治ま 

ったわけではありませんが、状況を配慮しつつ今後もこ

うした交流の機会を計画していきたいと実感しました。 

中野光造会員に長寿の賀詞が贈られる 
この度、全国及び埼玉県退職校長会から長寿会員として

中野光造会員に米寿（88歳）の賀詞が贈られました。お

めでとうございます。ご健勝にてお過ごしください。 

会報「はい！こんにちは」原稿と、「まち
かど雛めぐり」ボランティアを募集中 
会報「はい！こんにちは」は、顔は見えないものの会

員同士が年1回出会い、近況を伝え合い、交流する貴重

な場です。投稿者が更に増え交流の輪が広がればと思い

ます。投稿は、郵送・メールでお寄せください。 

 また、恒例の「まちかど雛めぐり」（2/23～3/10・東玉

大正館にて）の会場当番ボランティアも募集中です。地

元の伝統文化を知る良い機会にもなります。 

いずれも1月末が締め切りですので、案内文書に沿っ

て投稿及び参加連絡をお願いします。 

冬休みの児童センター連携事業が終了 
計画通り４事業を実施しました。どの事業も参加した

子供たちの真剣な顔、満足げな笑顔が 
とても印象的でした。センターの皆さ 
んにも積極的に関わっていただき、お 
手伝いいただいた本会会員も、久しぶ 
りの子供との触れ合いに、楽しく温か 
な気持ちで過ごすことができました。 

アワダチソウグンバイ
体調３㎜ 半翅類
  

訃報 本会元副会長 鴨居護彦様（享年 86 歳）が 12 月
25日ご逝去されました。謹んでお悔やみ申し上げます。 

「昆虫の世界」 

「竹トンボづくり」 「書初め教室」 「おもしろ静電気」 


